
Japan Society for Natural Disaster Science

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soolety 　for 　Natural 　Dlsaster 　Solenoe

自然災害科学 J．・JSNDS 　17−145 ・55 （1998）

礁
黨

攤
驪
灘
薦

毳
覊
難
難…

丁ノ胃需園男舘
該．．
瑟
躬舮
焦

だ

ジ漏^・^、・

「朽露縛宮弼
胃

羅ロコ
筋

砺厂
貯「
引野　｛り’
」

蠡
齷
嬲

講
圃 ’
麹・
∵
∵

罫
簿卩

｛−ぎ 　 尸」是卜厂「》「営じ「ご号ヒ昏脚「脚
彰

ポ

暇

服

団

出

団

団・
溺（．…∬∵門」
鱈

詑「
　＋

齢
黔
脚

譲…、…
瀞
躡

拶

糴
弸

鷂

阨韻γ
巽
掣

，阿
影おげ
腸

『r同瓢肌幵喧叡炉（

露螢
妻
霹
竜

3虜
竢
蹴

峨鷹罎
臥酷
糎

ド葦
乱葦下’ウ’

ノ萱冫　誹　ド其1’　　11亠　」「」「「　匸　
5

灘
購
灘
戀

戀
羅

｛W
ほ

苡

仙臼
　

究
巾
貢
舘ぴ山厂ほ
特跖畠騨げ

．
蠱

獵

灘
戴
鞭…
撫

磁

・

　

鬘
鰹
燗

認
欝

5

　

　

　

　

　

　下其｛ゴ｛，，　　，

　尉甥β彦”

　
霹沼舅哮藤

　

　

　＋詫＋戸爭←呂射景鳳触
魚「姫縦
誼曽
夢

匙

　

　

　

　

菊
講
総
嬲

編
蹴

　

　

　

　　
　

　　
　

　ブヂド　ド

　

　

　

　　
　

　

尸』
厩 
ツ
Ψ悟
漁う
累

繋

撫
難
灘
謙

　

　

　

　　
　

　　ダド　ダ　ダヂ　ヂアくヂくよ

靉
蠡
鸛
驪

　
　

鐶瀞

　ご　ド
ヨけロワ

曲・げ
屮

瓢

蹤叭

町．
ε

男悼
冨

｛囁
P5

に

灘

雛

灘
騰
攤
覊
簗

網

爆
殴

滌
腰…
課
韓

贈
調

無

轟
欝
鱸
鰍
羅

爨
巍
職凹
墨…
物糊

く
速
の

づ

風
値

基
の

極

に

で

の

法

崖
咼

手
沿
波

化
国
び

別
が
よ
定

類
わ
お
推

山 口正 隆   大福　学   畑 田佳男
’

Estimation　of　Extremes　of　Wind 　Speed　and 　Wave 　Height　around
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Abstract

　This　paper　discusses　the　availability 　of 　a　categorized 　data　sampling 　technique　in　the
extreme 　analysis ．　According　to　the　class 　of 　meteorological 　disturbance　and 　the　class 　of

some 　period　in　a　year　such 　as 　the　season 　or　month
，
　fbur　kinds　of 　categorized 　maximum

wind 　speed 　data　sets　are　made 　from　daily　maximum 　wind 　speed 　data　gathered　over 　16

to　34　years　at　231ighthouses　around 　the 　coasts 　of 　Japan．　The 　optimum 　distribution　and
the　return 　wind 　speed 　with 　the　standard 　deviation　are　estimated 　for　each 　of 　categorized

data　sets　by　use 　of 　a　modiHed 　version 　of 　Goda ’

s　extreme 　analysis 　model 　based　on 　the
least　square 　method ．　Comparison　among 　the　resUlts　estimated 　from　annual 　maximum

data　and 　those　estimated 　from　categorized 　data　reveals 　that　the　data　categorization

method 　is　not 　so　advantageous 　over 　the　usual 　method 　cxccpt 　for　the　oases　where

typhoon −generated　winds 　are 　dominant．　A 　si皿 ilar　conclusion 　is　obtained 　from　 the

investigation　using 　the　wave 　height　data　around 　the　coasts 　of 　Japan ．
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1．緒　言

　極値統計解析に お い て ， 標本は統計的に独立 か

つ 等質 （同
一

の 母集団 に 属 す る）で あ る こ と が 要

求 され る。 こ の た め，標本 に こ れ らの 特性 をで き

るだけ保持させ る目的 か ら，極値資料 を発生要因

別 （Thom ，1973 ；Cavaleri　et　 aL ，1986 ；山 1：：［・

他，1995）， ある い は月別 （Carter　and 　Challenor，

1981）・ 季節別 （Morton 　et　al．，1997 ），あ る い は

温帯低気圧の経路別 （Resio，1978）や台風 の 経路

別 （Tsuchiya　 and 　 Kawata ，1984 ； 白石 ・他 ，

1985）に 分類 して ，別個に解析を行 っ た の ち ， そ

れぞれ の 結果 を合成する こ とに よ り，再現確率統

計 量 や 標 準偏差 を推定す る方 法 （Carter　 and

Challenor，1981；合田，1988，1990）が 提案 され

て い る 。

　 こ れ らの 研究 の うち，Carter　 and 　 Challenor

（1981）は，年最大波高 ・風速資料が季節変動 を

含み，そ の 結果，標本の 等質性が保証 され な い こ

とを考慮 に 入れ て ，月最大波高 ・風速資料 に あ て

は め た確率分布 （Gumbel 分布，す な わ ち FT − 1

型分布）の 乗算 に よ り再現確率統計量 （50 年確率

波高 ・確率風速）を推定す る と と もに ，年最大値

資料に 基 づ く極値統計解析 法 （Gumbel 分布を使

用）は ， 季節変動 の ため に再現確 率統 計量 をや や

低め に評価す る が，両者 の 差 は 信頼区聞 と比べ て

小 さ い こ とを 指摘 して い る 。 ま た，山 口 ・他

（1995）は，わ が国沿岸 の ほ ぼ全域 で 取得 され た

波高観測資料か ら，年最大波高資料お よ び極大波

高資料 ， な らび に 台風 とそれ以外 の 気象擾乱を発

生要因 として こ れ らを分類 した 4 種類の 極値資料

の 合計 6 種類 を作 成 した 。 そ して ，合田 （1988，

1990）の 最小 2 乗法に 基づ く極値統計解析 シ ス テ

ム （候補確率分布 と して Gumbel 分布，　Weibull

分布を使用）を用 い た解析結果 の 考察か ら，気象

擾乱別極値資料に 基 づ く確率波 高および標 準偏差

の 合成は ， 平均的に は ， 確 率波高お よ び標準偏差

の 増加を もた らす こ とな ど，い くっ か の 特徴を 見

出 して い る 。

　一方，Resio （1978）は ， 温帯性低気圧 に よ り も

た らさ れ る特定地点の波浪や 高潮の 特性を分類で

き る単一の指標は そ の 経路で あ る こ とを見 出す と

山 口 。大福 ・畑田 ：風速 お よ び波高の 極値 の 推定

ともに ， 波浪追算か ら得 られた極大波高資料を一

括解析 （FT −R 型分布を使用） して 推定 した確率

波高は，温帯低気圧の経路別に分類 した極 大波 高

資料 に 対す る極値統計解析結果 （Gurnbel 分布 を

使用）の 合成よ り得 られ た確率波高よ りか な り大

きい こ とを例 示 して い る 。 た だ し，こ れ は 正側で

長 い 裾を引 く分布形状を示す FT −H 型分布 の 使用

に よ る と こ ろ が大 き く， た とえば，Weibu11分布

を使用 した場合に は ， 両者の 確率波高 の 差 は縮小

す る と考え られ る 。

　以上 の よ うに ， 種々 の 方法に基 づ く極値資料 の

類別化 に よ っ て 標本の 等質化が は か られて い るが，

各種の 方法 で 得 られた再現確率統計暈相互 の 関係

は あま り明 らか で な く，再現確 率統計 量 の 標準偏

差 の 特性 も， 山 ［コ ・他 （1995） の 研 究を除 い て ，

ほ と ん ど検討さ れ て い な い
。 ま た，類別化 手法 に

よ っ て 等質化さ れ た極値資料 は ， 上述 の よ う に，

Gumbe1 分布 で 近似 さ れ る こ と が経験的に 示さ れ

て い るに す ぎな い 。 こ れ は，母 集団分布が 指数分

布 で 表 され る場合に標本最大値は Gumbel 分布 に

漸近す る と い う理論的帰結 を 反映す る と考え ら れ

るが ， 理論はあ くま で 大標本を前提 と して い る 。

しか し， 現実に は標本数や資料期間の 制約に よ り，

Gumbe1 分布 の 成立 は 必ず しも保証 されな い の で ，

極値資料の あ て は め に は， よ り広範 な候補 分布 を

用意す る必要が あ ろ う。

　 そ こ で，本研究で は，わ が国沿岸多地点で 取得

された風速および波高観測資料か ら種々 の 類別化

手法 に よ っ て 等質化 した最 大値資料を求め た の ち，

最小 2 乗 法 に 基 づ く現行 の 極値統計解析 シ ス テ ム

に対す る修正 シ ス テ ム （山口 ・前川，1997b）を用

い て，そ れぞれ の 再現確率統計量 と標準偏差を推

定す る と と もに，相互 の 特性を広範 に 比 較検討 し

よ う とす る もの で あ る。

2．極値統計解析法の 概要

　2．1　 最小 2 乗法 に 基づ く極値統計解析 シス テ ム

　合田 （1988，1990）の 最小 2 乗法 に 基 づ く極 値

統計解析 シ ス テ ム （現行 シ ス テ ム ）は ， Gumbel

分布お よ び形状母数を k ＝0．75， 1．0， 1．4，
2．G と

する 4 種類の 3 母tw　Weibull 分布 の 合計 5 種類
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の 候補分布，あ る い は形状母数を k ＝ 2．5 ， 3，33，

5．0，10，0 とす る 4 種類 の FT −U 型分布を加え た

合計 9種類 の 候補分布 の 中か ら， 相関係数基準あ

る い は MIR 基準に従 っ て 最適分布 を選 択 して 再

現確率統計量 を推定する とと もに，経験式 に 基 づ

い て 再現確率統計量 の 標準偏差を算出す る もの で

あり，最小 2 乗法に特有 の プ ロ ッ テ ィ ン グ公式が

候補分布 ご とに 用意 され て い る 。 ま た ，現行 シ ス

テ ム は事象 の 年平均発生数 λ （・・　NT／K ，賜 ：資料

総数，K ：資 料 年数 ） お よ び 資料 採 択 率 v ＝＝

（N ／N ． ，N ：採択資料数）を導入 す る こ と に よ っ

て，最大値資料お よ び極大値資料 の 両 者に 適 用可

能で あ る し，標本中の 最大値 の 偏 差 ， お よ び相関

係数の残差値 に 着 目した，分布関数 の あ て は め を

棄却する た め の 2 っ の 基準 （DOL ，　REC 基準）を

含 む 。 しか し，現行 シ ス テ ム は，Weibul1 分布 の

形状母数の 上限値をん＝2．0 と して い るた め ，本

来 k ＞ 2．0 を とる はずの 尖鋭な 分布形 状を もっ 資

料に 対す る再現確率統計量 の 推定精度 に 問 題 を有

して お り， しか も標準偏差を全般 的 に 過大評価す

る傾 向を もっ （山 口 ・前川，1997b ）。

　山口 ・ 前川 （1997b）が提 案 した修正 シ ス テ ム

は，Gumbel 分布 お よ び形状母数を k ＝ 0，5〜100

の間の任意個数 （こ こ で は ， 現行 シ ス テ ム の 4 個

を 含む 33 個）の 3 母数 Weibull 分布 あ る い は

k ＝ 2．5〜40 の 間 の 任意 個数 （こ こ で は，現行 シ

ス テ ム の 4 個を含む 20 個）の FT ・H 型 分布を候

補分布と し，Weibull分布お よ び FT 一且型分布 に

対 して形状母ta　k の 関数で 表 された合田 の プ ロ ッ

テ ィ ン グ公式 （Gumbel 分布 の 場合 ， 公式中の 係

数 は固定）を 用 い た 非超過確率表示に 基 づ く再現

確率統計量算定法，相関係数基準 に基づ く最適分

布選択法お よび jackknife法 （Miller， 1974） に

基づ く再現確率統計量の分散推定法を組み合わ せ

た方法で あ る 。 ま た，DOL 基準 お よ び REC 基 準

に よる候補分布 の 棄却検定法は，合田 （1990）が

与え た係数を外挿する こ と に よ っ て ，Weibull分

布で は k ＝O．5，2．5，3．0 の 場合に も ， FT 一皿型 分

布で は k − 15．0，20．0 の 場合に も適 用可能な よ う

に拡張 されて い る 。

．47

　2．2 乗積確率計算に基づ く再現確率統計量お

　　　 よ び分散 の 推定

　類別 （気象擾乱別あ るい は期間別）最大値資料

の 確率勇布 F
」（x ）が推定 さ れ た場合，こ れ らを結

合 し た確率分布 F （x ）は ， n を 最大 値 資料 の 類別

数 と して ， 次式で 求め られ る （合田，1988，1990）。

　　　F （x ）− nF」（x ）　　　　　　 （1）
　 　 　 　 　 　 ゴ

．・i

した が っ て，式 （1）より， 類別最大値資料 に 対す

る確率分布を合成 した 場合の 再現確率統計 量 の 算

定が 可能に なる。

一
方 ， 再現確率統計量の 分散 に

対す る合成法 と し て ，次式 に よ る方法 （合 田，

1988 ，1990）が提案さ れ て い る。

　σ
2
（x 。 ）一匸ΣN，｛1

一
琢 ∬

。 ）｝傷
2
（x 。）］

　　　　　　
ゴ
＝
ノ

　　　　　 ／［Σ ハ1−｛1− fi｝（XR ）｝］　　　 （2）
　 　 　 　 　 　 」＝且

こ こ に，Nj は 類別最大値資料 の 資料数，　XR は 合成

確率分布 よ り得 られ る再現確率統計量，〔弓
2
（XR ）

は XR に 対応す る類別最大値資料 ご と の 再 現 確率

統計量 の 分散 で あ り， 種 々 の 再現期間R に 対す る

標準偏差 O
」
の 数値表を内挿 して 求め る。

3．極値資料の 抽出

　3，1　風速の 極値資料

　本研究で 取り扱う第 1 の 資料は ， わ が国沿岸 の

灯台で 取得された海上保安庁灯台気象 。海象観測

資料の うち ， 長期 の観測期間 （1953〜1986 年 の

間 の 16〜34 年間）が確保 されて い る，図 1 の 23

地点に お け る 日最 大風速資料で ある。 解析に あた っ

て は，そ れぞれ の地点 に お ける観 測風 速値を 1／7

乗則 の 適用に よ り，地上高度 10m で の 風速値 に

変換 した 。 抽出した極値資料 は，年最大風速資料

（山口 ・ 他 ，
1997a

，
　c）お よび気象擾乱別年最大風

速資料と 3 種類 の 期間別最大風速資料 で あ る 。

　気象擾乱別年最 大風速資料 と は ， 1年間 の 風速

記録の 成因を台風および そ れ以外の 気象擾乱 に分

けた場合の
， それぞれ の気象擾乱に伴 う年最大風

速資料で あ り， 天気図およ び台風経路図 の 視察に

よ りそ の 成因を確認す る作業を行 っ た。また ， 3

種類 の 期間別最大風速資料とは，  1 年を 6 〜10

N 工工
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　　 臥 蛇 島

崎

図 1 海上保安庁灯台気象 ・海象観測地点

月の台風期とそ れ以外の月の非台風期に分 けた場

合の ，そ れ ぞ れ の 期間に お け る最大 風速資料， 

1年を 1〜 3 月，4 〜6 月，7 〜 9 月 ， 10〜12 月

の 4 季節に分けた場合の ，そ れ ぞ れ の 季節 に お け

る最大風速資料，  1年の 各月に お ける最大風速

資料 ， で あ る。 期間別最大 風速 を もた ら した気象

擾乱 の 種類は同
一

期間 内 で 異 な っ て お り，発生要

因と して台風あるい はそれ以外の 気象擾乱が 混在

して い る場合もあ る 。 極値資料 に は ， 独立 性を満

た すこ とが要求さ れ る の で，  〜  の資料作成 作

業で は，そ れ ぞ れ の 区分に従 う期間別最大風速 が

同一
の 気象擾乱 に よ り各期間を またが っ て 生起 し

て い な い こ とを天気図や台風経路図お よ び風速 時

系列図の 視察か ら確認 し，こ れが生 じて い る場合

に は，低 い 方の 最大風速値を 与え る期間に つ い て ，

別 の 気象擾乱 に 伴 う次位の大き さ を もつ 風速 を抽

出 した 。

　気象擾乱別年最大風速資料 と期間 （台風期 r非

台風期）別最大風速資料 は， 台風の 影響が卓越す

山口 ・大福 。畑 田 ：風速 およ び波高の 極値 の 推定

る 太平洋岸西南部や東 シ ナ海沿岸で ほ ぼ 重複する

が 、 台風以外の 気象擾乱の 影響が 増大す る北東部

に向 うに っ れて 相違を示す 。

　3．2　波高の極値資料

　本研究 で 取 り扱 う第 2 の 資料は，わ が国沿岸 の

ほ ぼ全域で 運輸省や気象庁な どの 関係機関に よ っ

て 取得された波浪 観測 資料 の うち ，気象擾乱別

（台風 とそ れ以 外 の 気象 擾乱）年 最大波高資料 の

抽出が可能で あ っ た ， 図 2 に 示 す 30 地点 に お け

る観測期聞 10〜25 年間の 資料で あ る 。 解析 で は，

年最大波高資料 （山口 ・ 他，1997a，　c）と気象擾乱

別年最大波高資料を用い るが ， 日本海沿岸 に お け

る大部分 の 波浪観測地点 で は，台風 に 伴 う年最 大

波高資料を全観測期間に わ た っ て抽出する こ と は

困難で あ っ た の で
， 日本海沿岸最 南西部 の 藍島お

よ び玄界灘 （ブ イ）以 外 の 地点 は，解析対象地点

か ら除外さ れ て い る 。 なお ， 1993 年 まで の 年最大

値資料の 抽出方法 や 年最大値資料 の もっ 問題点 は

山口 ・他 （1995）に よ り詳述 され て い る。 また，

キ

福

　

図 2 わ が 国沿岸 に お ける 波浪観測地点
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今回 の 研究 は
，

1994 年 ま で の 気象擾乱別 年最 大

波高資料に 山 口 ・前川 （1997b） の 修正 シ ス テ ム

を適用 した点で ， 1993 年ま で の 資料 に合田 の 現

行 シ ス テ ム （1988，1990） を適 用 し た 山 口 ・ 他

（1995）の研究と異な る。

4．わが 国沿岸 に お け る風 速 お よ び 波高 の

　　極値

　4．1 類別最大風 速 資料に 基 づ く確率風速の 推

　　　 定

　修 正 シ ス テ ム は 現 行 シ ス テ ム と 同 様 に ，

Gumbe1 分布，　 Weibull分 布 お よび FT 一矼型分布

を候補分布と して い る。 FT 』 型分布は そ の 高適

合性の た め に，最適分布 と して 選択 され る場合 も

多い 。 しか し， FT −U 型分布は，正側 に長 い 裾を引

く形状特性 に よ り，再現確 率統計量 お よ び標準偏

差を他 の 分布 に 比 べ て 大きめ に 評価す る傾向に あ

るの で ， こ こ で は Gumbe1 分布お よび 33 種類の

形状母数 （k ＝0．5〜100）に対する Webull 分布

を候補分布と し た解析結果を検討す る。

　図 3 は年最大風速資料お よ び気象擾乱 別年最大

風速 資料 U （m ／s）に対す る最適 分布 の あ て は め

結果お よ び観測値 U
。b、 （m ／s）と計算値 U

。 。1 （m ／s）

の Q −Q プ ロ ッ ト図 （Muir　and 　Shaarawi，1986）
の 1 例を土佐沖 ノ 島 に っ い て 示 し た も の で あ る。

図中の F は非超過確率を表す。 こ の 場合 の 最適 分

布 の 適合度は い ずれ の資料に つ い て もか なり高く，

した が っ て相関係数の 値 も大 き い
。 しか し 、 気象

擾乱別最大風速資料に対す る最適分布の 適合度が

両方 とも年最大風速資料 に 対す る最適分布 の 適合

度を上 まわ る地点は少 な い
。

　表 1 は観測期間 30年以上の 12 地点 に おけ る

風速計の 海抜高度 ， 年最大風速資料お よ び気象擾

乱別年最大風速資料 に対する極値統計解 析結果，

な ら び に 気象擾乱別年最大風速資料 の 確率分布 に

対する乗積確率計算に基づ く確率風速お よび標準
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図 3　気象擾乱別年最大風速資料 に対 す る最適分布 の あて は め結果お よ び Q−Q プ ロ
ッ ト図
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表 1 気象擾乱別年最大風速資料に 基 づ く極値統計解析結果

高度 年 最 大 風 速 合成風速 台風年最 大 風 速 非台風葎最大風速
地 点 名

（m ） K 仏。． κ ρ 臥。。 賜 αDD 砿 ん ρ 私。o 鵜 κ ρ 砺 。 切

襟　裳　 岬 713448 ．41 ．9 ．99450 ．01 ．850 ．32 ．02 ．498644 ．02 ．21 ．8 ．99550 ．21 ．9

恵 　 山　 岬 47343L6L3 ．99533 ．22 ．43233 ．3G ．98330 ユ 3。6L6 ．99130 ．7L8

尻　屋　 崎 263439 ．4L7 ．99741 ．31 ．842 ．03 ．513 ．99441 ．33 ．61 ．8 ．99538 ．91 ，6

金　華　 山 573426 ．42 ．4 ．98728 ．8L229 ．51 ．822 ．99028 ．8L7L7 ．98527 ．4L5

大　王　崎 373436 ．1L7 ．99638 ．22 ．139 ．62 ．51 ，7 ．99339 ．52 ．4G ．99530 ，71 ．8

土佐沖 ノ 島 1733356 ．7L5 ．9946L84 ．560 ．84 ．12 ．0 ．99260 ．84 ．11 ．9 ．99035 ．31 ．2

佐　田　 岬 413350 ．82 ．099155 ．62 ．755 ．32 ．52 ．899555 ．32 ．53 ．5 ．98835 ．7 ．7

佐　多　 岬 623262 ．71 ．2 ．99568 ．16 ．369 ．16 ．91 ．3 ．98969 ．正 6．93 ．098843 ．51 ．8

釣 　掛　 崎 1593142 ．41 ．8 ．98348 ．33248 ，03 ．12 ．4 ．99048 ．0aOG ．98334 ．52 ．5

女　　　 島 1193449 ．31 ．1 ，98650 ．05 ．350 ．24 ，6G ．98950 ．24 ．62 。2 ．98530 ．2 ．7

舳　倉　島 213439 ，1G ．98939 ．52 ．740 ．54 ．23 ．0 ．986i　 36．2　 ‘ L8 ．9 ．99239 ．9
し

4．3

経　 ケ　 岬 1483432 ．52 ．8 ．98632 ．41 ．533 ．83 ．5G ．98933 ．83 ．55 ．0 ．98429 ．8 ．．8

Um
、 。
，u

、。。，Ua ： m ／s

偏差 （以後，合成確率風速 お よび合成標準偏差 と

云 う）の 一覧で あ り， 確率風速 お よ び標準 偏差 は

再現期間 100 年に対 して与え られ て い る 。 ま た，

DOL 基準お よ び REC 基準に よ る候補分布の 棄却

検定結果は そ れ ぞ れ の 年最大風速資料 の 欄か ら省

略され て い る。 表中の 記号は K が観測年数 ， k が

最適分布 として 選択 され た Weibull分布の 形状母

数 （Gumbel 分布の 場合に は G），ρ が Q−Q プ ロ ッ

トに お ける観測風速 と計算風速 と の 相 関係数 あ る

い は風速資料 の 順序統計量 とそ の 非超過確率 の推

定値 に よ っ て 定義さ れ る変量 と の 間の 相関係数，

Ul
。。 （m ／s）が 100 年確率風速，　 Ua （m ／s ）が 100

年確率風速の 標準偏差，Um
。、 （m ／s）が観測最 大風

速 ， を表す。
こ の 表か ら，っ ぎ の 特徴が見 出 さ れ

る

　  気象擾乱別年最大風速資料 に 対する相関係数

は年最大風速資料 に 対す る相関係数 に 比 べ て 必ず

しも増加 して お らず，年最大風速資料の 類別化 に

よ っ て 最適分布 の 適合度が向上す る と は云え ない 。

　  確率風速か らみ て，台風 の 影響が卓 越す る地

域 は大王崎以西 の 太平洋岸お よ び東 シ ナ 海沿岸 で

あ り，太平洋岸北東部や 日本海沿岸 で は台風 と台

風以外の 気象擾乱の 影響が拮抗 す る 。 ま た ，台風

以外の 気象擾乱の影響が卓越す る地 点 は，12 地点

の うち北海道 の 襟裳岬 1地点に す ぎな い
。

こ の よ

うに ，わ が 国沿岸で は ， 風速 の 極値 に 及 ぼ す 台風

の 影響が著 しい 。

　  風速計高度や周辺 の 地形状況 の 相違を考慮 し

て も， 100年確率風速 は台風 の 影響 が強 い 地域で

大き い
。

　  標準偏差 は形状母数が小さ い地点で 大きい が，

形状母数 に地域的特性は 見 られ な い。

　  気象擾乱別年最大風速資料に対す る確 率分布

の 合成は確率風速 の 増加を もた らすが ， そ の 増加

率は気象擾乱類別年最大風速資料に 基 づ く確率風

速 の 相対的大 きさ に依存する 。 すなわ ち 、 合成確

率風速 は ， 気象擾乱別資料 に 基づ く確率風速に 差

があ る場合ほ ど，大 き い 方 の 確率風速に 近い値 を

と る か ，あ る い は ほ ぼ
一

致 す る。ま た，合成確率

風速は，気象擾乱別資料 に基 づ く確率風 速が 同程

度の場合，若干大 きい 値を とる。

　  合成標準偏差 も，気象擾乱別 資料 に基づ く標

準偏差 に 差が あ る場合ほ ど， 大 き い方 の 標準 偏差

に 近 い 値を と る 。 ま た，両者 の 差 が小 さ い と き，

合成標準偏差は，両者の う ち大き い方の 標準 偏差

より若干増加す る場合と減少す る場合が混在 す る

が ， こ れ は合成標準偏差の算出に際 して 重み と し

て 使用す る超過確率 の 値 に 依存す る。

　  合成確率風速 と年最大風速資料 に 基づ く確率

風速の差は ， 標準偏差を考慮す れ ば，無視 し う る

程度で あ る。一
方，合成標準偏差 が年最大風速資

料に基づ く標準偏差 よ り大 き い 地点が 多い が ，台

風 の 影響が 卓越する 4 地点 （土佐沖 ノ 島，佐田岬，

釣掛崎，女島）で は 逆 に 小 さ い 。 こ れ は 台風年最

大風速資料に対する最適分布 の 形状母数 の 増加 に

よ る と こ ろ が大 き い。つ まり，台風 の 影響が 卓越
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する地域で は ， 母集団の成因 を限定する こ とに よ っ

て，確率風速の推定精度が 向上す る。

　以上 の こ と か ら，2 種類 の 気象擾乱に よ っ て 年

最大風速資料を類別化 した場合 ， 100 年確率風 速

は類別化 の 影響を ほ とん ど受けな い の に対 し，標

準偏差は増加す る傾向に あ るが，台風 の 影響 が卓

越す る地域 で は，減少す る地点が多い と 云える。

　つ ぎに ，期間別最大風速資料に基づ く結果 に つ

い て述べ る。 表 2 は 1年を台風期 （6 〜10 月） と

非 台風期 （1 〜 5 月 ， 11〜12 月）に 分 けた場合 ，

および 1年を 4 季節 （1 〜 3 月，4 〜 6 月，7 〜 9

月 ， IO〜12 月）に分 けた場合 の 期間別最大風速資

料に対す る極値統計解析結果の 地点別一覧 （観測

期間 30 年以上）で あ り，つ ぎの 特徴が指摘 さ れ

る 。

　  類別化によ っ て も，相関係数 の 増加 （適合度

の 向上）や形状母数の地域特性の顕在化 の 傾 向は

み られな い
。

　  合成確率風速 は，期間別最大風 速資料 に 基 づ

く確率風速 に 差が あ る場合，最 も大 き い 確 率風速

に ほ ぼ
一

致 し，同程度の 場合，若干増大す る 。

　  合成標準偏差は計算式 の 特性上，確率風速 の

大 きい （超過確率 の 大 き い ）方 の 標準偏差の 影響

を強く受け る 。 し た が っ て，合成標準偏差 は 特定

の 期間別最大風速資料に基 づ く確率風速が卓越 し，

し か もそ の 標準偏差が最 も大 き い値を と る場合 ，

こ れ に ほ ぼ一
致するが ， 各確率風速が 同程度 の 値

を示す場合， 各標準偏差 の うち の 最 大値 よ り若干

増加 あ るい は減少す る 。

　  類別数 （期間分割数）が増 加す れ ば，合成確

率風速 は年最大風速資料 に 基 づ く確率風速 よ り大

き くな る傾向を示す が，全般 的 に は ， そ の 差は 有

意 で な い
。

　  台風 の 影響が卓越す る大王崎以西の 太平 洋岸

表 2　期間別最大風速資料 に 基づ く極値統計解析結果

地 点 名
年 最 大 風 速 合成風速 台風期最大風速 非台風期最大風速

κ 妬 、。
溌 ρ 研。。 砺 研oo 砺 κ ρ 砧o。 ¢ κ ρ α 。。 鵜

襟 裳 岬 3448 ．41 ．9 ．99450 ．01 ．850 ．72 ．23 ，0 ，99644 ．71 ．51 ．5 ．99350 ．62 ．2
恵 山 岬 3431 ．6L3 ．99533 ．22 ．431 ．52BG94328 ．33 ．41 ．6 ．99130 ，8L8
尻 屋 崎 3439 ．4L7 ．99741 β 1，842 ．43 ．41 ．1 ．9864233 ．42 ．099637 ．5L4
金 華 山 3426 ．42 ，4 ．98728 ．81 ．229 ，81 ．71 ．9 ．98329 ．61 ．71 ．898226 ．2L3
大 王 崎 3436 ユ 1．7 ．99638 ．22 ．138 ．22 ．02 ．2 ．99338 ．22 ．02 ．0 ．99628 ．1L2
土佐沖 ノ 島 3356 ．71 ．5 ．9946L84 ．560 ．54 ．12 ．0 ．99360 ．54 ．11 ．9 ．990135．31 ．2
佐 田 岬 3350 ．82 ．0 ．99155 ．62 ．75532 ．52 ．6 ．99455 ．32 ．53 ．5 ．98935 ．8 ．7
佐 多 岬 3262 ．71 ．2 ．99568 ．1a370 ，87 ．31 ．1 ．98870 ．87 ．33 ．0 ．98743 ．61 ．8
釣 掛 崎 3142 ．41 ．8 ．9834833 ．248 ，03 ユ 2．2 ．98748 ．03 ．1G ，98832 ．92 ．4
女 島 3449 ．31 ，1 ，98650 ρ 5．349 ．34 ．6G99349 ．34 ．62 ．6 ．98829 ，4 ．7
舳 倉 島 3439 」 G ．98939 ．52 ．740 ．54 ．82 ．6 ．98836 ．1L8 ，8 ，98840 」 4，8
経 ケ 岬 3432 ．52 ．8 ．98632 ．4L53403 ．8LO ．97434 ．03 ．85 ．0 ．98329 ，9 ．8

地 点 名
合成速度 1−3月最大風速 4−6月最大風速 7−9月最大風速 10−12月最大風速

κ αoo 切 陀 ρ 燬αD 妬 κ ρ 砿D。 罵 κ ρ 偶o。 叨　κ ρ 私。o 砿
襟 裳 岬 3450 ．52 ．15 ．0 ．98242 ，8L33 ．5 ．99639 ．31 ．4L8 ．9924L72 ．02 ．0 ．99750 ．52 ．1
恵　山 岬 3432 ．33 ．8L7 ．99429 ．21 ．92 ．6 ．97625 ．31 ．3G ．97129 ．73 ．5　LO ．98229 ．03 ．3
尻 　屋 崎 3443 ．14 ．0G ．99137 ．62 ．1G ．98434 ．72 ．0L1 ．99241 ．54 ．0G 　．99038 ．12 ．3
金　華 山 343 α22 ．51 。4 ．98526 ，01BG ．9892391 ．81 ．8 ，99327 ，41 ，8G 　98228 ．52 ．3
大　王 崎 3440 ．42 ．91 ．4 ．99429 ．01 ．82 ．6 ．98726 ．31 ．21 ．4 ．99140 ．32 ．9　1，8 ．99332 ．32 ．0
土佐沖 ノ 島 3361 ．310．41 ．999233 ．6L1G ．97435 ．02 ．41 ．9 ．99159 ．84 ．4 ，6　 94548 ．61L8
佐　田 岬 3356 ．22 ．730 ．99335 ．4 ．9G96638 ．73 ．12 ．6 ．99256 ．22 ．6G 　．98640 ．33 ．0
佐　多 由甲 3270 ．57 ．12 ．8 ．98143 ．81 ．9ao ．99137 ρ L61 、2 ．99070 ．57 ．14 ．0 ．99438 ．0L4
釣 掛 崎 3148 ．53 ，1G ．98932 ，72 ．82 ．499730 ．91 ．62 ．2 ．98748 ．53 ユ　2，8 ．99026 ．313
女 島 3450 ．14 ．65 ．0 ，98925 ．5 ．55 ．0 ．99329 ．7 ．7G ．99250 ．14 ．6　1．2 ．99329 ．3　2．0
舳　倉 島 3440 ．95 ，6 ．75 ．97939 ．45 ．7 ．9 ．97128 ．02 ．92 ，298936 ．52 ．2G 　，98634 ．2　2．0
経　 ケ 岬 343a43 ．55 ．0 ．97529 ．5 ．92 ．299426 ．5L4G ．98333 ．33 ．52 ，6 ．99228 ．91 ．1
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や東 シ ナ海沿岸で は， 合成標準偏 差 が年最 大風速

資料に基 づ く標準偏差 よ り小 さい 地点が，と く に

2 期間別最大風速資料 の 場合に 多 くみ られ る 。 し

か し，土佐沖 ノ 島の季節別最大風速資料に 基 づ く

表 3　月別最大風速資料 に 基づ く極値統計

　　 解析結果 の 1例 （土佐沖 ノ 島）

月 ん ρ σLoc 砺
1 2．0 ．98733 ．4L4
2 10 ．98828 ．9 ．7
3 3．5 ．98930 ．61 ．G
4 G ．98234 ．42 ．6
5 2．0 ．99029 ．61 ．2
6 ．9 ．98634 ．03 ．7
7 ．7 ．9834599 ．1
8 1．7 ．97555 ，15 ．8
9 1．5 ．99159 ，95 ．2
10 ．6 ．96749 ．413 ．5
11 G ．99633 ．51 ，7
12 2．8 ．99332 ．01 ．1

合 成 風 速 65．213 ．3
年 最 大 L5 ．99461 ．84 ．5

u，。。 ，u。：m ／s

結果 の よ うに，か な り過大な値を示す地点 もある。

こ れは，10〜12 月期最大風速資料 に 基 づ く標準

偏差がそ こ に含まれ る台風時異常高風速資料に よ っ

て突出した値を と るた め で あ る 。

一方，台風以外

の 気象擾乱 の 影響が大きい 太平洋岸北東部や 日本

海沿岸で は ， 合成標準偏差は最大値資料 の 類別化

をすすめ る こ とに よ っ て おおむね増加する。

　表 3 は月別最大風速資料 に 対す る解析結 果 の 1

例を土佐沖 ノ 島に っ い て 示した もの で あ り，こ れ

か らも，合成確率風速の増加 と月別最大風速 資料

に 基 づ く標準偏差 の 最大値が合成標準偏差 に 及ぼ

す支配的影響を知る こ とが で き る 。

　 表 4 は 23 地点 に お け る類別最 大風速資料 に対

す る 解 析結果 を観測期間 30 年以上 の 地点 と 30

年以下 の 地点に分け て 示 した もの で あ り，つ ぎ の

特徴 が指摘 され る。

　   月別最大風速資料に 基 づ く合成確率風速お よ

び合成標準偏差 は ， ほ とん どす べ て の 地点 で ，他

表 4　類別最大風速資料に基 づ く極値統計解柝結果 の 比較

高度 年 最 大 風 速 擾 乱 別 2 期間別 季 節 別 月 別
地 点 名

（m ） κ 砿 、、
κ ρ 研。。 切 α。o 賜 薪 。D 鷆 砿o。 賄 呂αo 嬬

襟　裳　 岬 713448 ，41 ．9 ．99450 ．0L850 ．32 ．050 ．72 ．250 ，52 ．153 ．73 ．7

恵　 山　 岬 47343L613 ．99533 ．22 ．432 ．33 ．331 ．52 ．83233 ，833 ．44 ．5

尻 　屋 　崎 263439 ．41 ．7 ．9974L3L842 ．03 ．542 ．43 ．443 ．14D44 ．04 ．7
金　 華　 山 573426 ．42 ．4 ，98728 ．8L229 ．51 ．829 ．8L730 ．22 、531 ．73 ．5

大　 王　 崎 373436 ．11 ．7 ．99638 ．22 ．139 ．62 ．538 ．22 ．040 ，42 ．942 ．24 ．3
土佐 沖 ノ 島 1733356 ．71 ．5 ．9946L84 ．560 ．84 ．160 ．54 ．161310 ．465 ．213 ．3

佐　 田　 岬 413350 ．82 ．0 ．99155 ．62 ．755 、32 ．555 ．32 ．556 ．22 ．761 ．07 ．4
佐　多　 岬 623262 ．71 ，2 ．99568 ．16 ．369 ．16 ．970 。87 ．370 ，57 ，172 ．49 ，3

釣　掛　崎 1593142 ．418 ．98348 ．33 ．248 ．03 ユ 48．03 ．148 ．53 ．152 ．54 ．6

女　　　 島 1193449 ．31 ．1 ．98650 ．05 ．350 ．24 ．649 ，34 ．650 ，14 ．655 ．98 ．2

艢　倉　島 213439 ．1G ．98939 ．52 ．740 、54 ，240 ．54 ．84095 ，642 ．66 ．8

経　 ケ 　 岬 1483432 ，528 ．98632 ．4L533 ．83 ．534 ．03 ．833 ．43 ．535 ．44 β

高度 年 最 大 風 速 擾 乱 別 2 期間別 季 節 別 月 別
地 点 名

（m ） K 瑞 。x κ ρ αoo 鷆 研oo 砿 砿Da 切 α。D 砿 qoo 妬

ト ド ケ 崎 382034 ．52 ，4 ．99536 ．92 ．038 ．42 ．838 ．62 ．842 ．06 ．243 ．67 ．4

塩　 屋　 崎 611836 ．3100 ．97139 ．51 ．041 ．41 ．440 ．7L244 β 4．053 ．216 ．3

細　　　島 1021853 ．71 ．6 ．97960 ．87 ．859 ．07 ．960 ，78 ．763 ．512 ．971 ．714 ．8
都　井　 岬 2421869 ．8L2 ．99382 ．311 ．482 ，7lL482 ．711 ．482 ．211 ．086 ．014 ．2

臥　 蛇　 島 2071656 ．1G ．97864 ．27 ．065 ．67 ．065 ．67 ．065 ．57 ．776 ．116 ．8
草　 竡 　 島 1382357 ．1L8 ．97165 ．33 ．864 ．13 ．764 ，93 ．664 ．93 ．671 ．57 ．7

焼　尻　 島 501841 ．3G99344 ．03 ．146 ．16 ．647 ，55 ．948 ．26 ．550 ．410 ．7

積　丹　 岬 1251736 ．62 ．299138 ．31 ，539 ．22 ．238 ．81 ．540 ．72 ．643 ．24 ．4

青　苗　 岬 262435 ，82 ．2 ．9873821 ．83821 ．839 ．12 ．141 ．03 ．543 β 12．5

弾　　　崎 651850 ．4 ．9 ．99457 ．47 ．860 ．511 ．459 ．911 ．861 ．612461 ．011 ．8
見　　　 島 801829 ．84 ，0 ．98331 ．71 ユ 33．22 ．133 ．12 ．033 ．62 ．634 ．93 ．7
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の 最大値資料に 基 づ く結果よ りか な り大 き い
。 こ

の 傾向は観測期間 の 短 い 地点で 著 しい 。 すなわ ち，

資料数 （観測年数）が 少な い た め
， 類別 化を進 め

る こ と に よ っ て 資料 の 統計的変動が増加す る特性

が 上記 の 結果 に 反映され て い る と考え られ る 。

　  気象擾乱別 あ るい は期間別に 2 つ に分 けた年

最大風速資料に基づ く合成確率風速およ び合成標

準偏差 は平均的に 同程度 の 値を与え る 。

　  台風の影響が 卓越す る太平洋岸西南部や東 シ

ナ海沿岸で は，合成確率風速 は年最大風速資料に

基 づ く確率風速と そ れ ほ ど変わ らず，合成標準偏

差は よ り小さ い 値を とる傾向に ある 。

一方，台風

以外 の 気象擾 乱 の 寄与が大き い 太平洋岸 北 東部 や

日本海沿岸で は， 合成確率風速お よ び合成標準偏

差は類別数が多 くな る に っ れ て 増加す る。

　4．2 気象擾乱別年最大波高資料 に 基 づ く確率

　　　 波高の 推定

　表 5 は わ が 国沿岸 30 波 浪観測地点に おけ る波

高計設置水深と，年最大波高資料お よび気象擾乱

別年最大波高資料 に 対す る極値統計解析結果 の
一

覧で あり，確率 tums’　Hioo（m ）お よ び標準偏差 罵

（m ） は再現 期間 100 年 に 対応す る 。 また，ffma
、

（m ）は観測最大波高で あ る 。 こ の 表か らっ ぎ の こ

とが指摘され る 。

　  気象擾乱別年最大波高資料 に基 づ く確率波高

の 差が大 きい場合，合成確率波高は 大 き い 方 の 確

率波高 に ほ ぼ 等 しい 。また ， 両者が 同程度 の 値を

とる場合，合成確率波高 は両者 の 確率波 高よ り若

干大きくな る。 た とえば ， 台風 に伴 う波高が 卓越

表 5 気象擾乱別年最大波高資料 に基 づ く極値統計解析結果

地 占 名
水深 年 最 大 波 高 合成波 高 台風年最大波高 非台風年最大波高’、1、
（m ） κ 瑞 、、

κ ρ ∬ 100 鴟 ∬ lo。 嬬 κ ρ 璢。じ 鴟 ん ρ H
【。。 鴟

尻 　羽　岬 47107 ．4810 ．9708 ．40 ，359 ．04 ．643 ．0 ．9779 ．04 ．642 ．6 ．9907 ．46 ．54
苫　小　牧 51256 ．101 ．8 ．9966 ．48 ．366 ．27 ．384 ．0 ．9765 ．29 ．443 ．5 ．9886 ．27 ．38
む っ 小川 原 49219 ，56G ．9709 ．841 ．329 ．801 ．521 ．4 ．9858 ．811 ．20G ．9529 ．411 ．43
八　　　戸 28236 ．097 ．0 ．9816 ．37 ．186 ．32 ．293 ．5 ．9865 ．95 ．4330 ．9866 ．28 ．19
宮　　 古 2314、 5，141 ．1 ．9896 ．03 ，836 ユ3 ，782 ，4 ．9894 ．21 ．39G ．9876 ．13 。78
釜　　　石 49176 ．1310 ，9606 ．17 ．286 ．41 ．402 、8 ．9885 ．92 ，497 ．0 ．9626 ，33 ．31
江 　ノ　 島 57179 ．272 ．4 ．9939 ．68 ．739 ．82 ．813 ．0 、9938 ．76 ．692 ．6 ．9929 。74 ．79
仙 台 新 港 20165 ．783 ．0 ．9926 ．37 ．366 ．93 ．76G9836 ．63 ．802 ，0 ．9736 ．46 ．43
相　　　馬 16135 ．992 ，4 ．9896 ．39 ，535 ．95 ，607 ．09475 ，82 ．7010 ，9795 ，77 ．30
小　名　浜 19156 ．807 ．0 ．9727 ．65 ．377 ．87 ．527 ．0 ．9837 ．62 ．533 ．0 ．9867 ．63 ．45
常 陸 那 珂 3014699G9667 ，68 ．727 ．61 ．752 ．81 ．9837 ，61 ．7515 ．9766 ．11 ．17
鹿　　 島 23227 ．282 ．6 ．9907 ．95367 ．67 ．5010 ．9907 ．54 ．432 ．8 ．9697 ．34 ．51
浜　金　谷 22197 ，30 ．7 ．9798 ．512 ，498 ．362 ．18 ．9 ．9768 ．362 ユ8G ．9584 ，55 ，56
波　　　浮 49228 ．362 ．2 ．9949 ．Ol ．529 ．29 ．712 ．0 ．9809 ．29 ．712 ．6 ．9827 ．71 ．38
石　廊　崎 501910 ．15G ．98012 ．041 ．3812 ．011 ．291 ．898912 ．0112910 ．9856 ．02 ．18
潮　 　 岬 51259 ，072 ．0 ．98510 ．698010 ．92 ．852 ，2 ．98010 ．92 ．855 ．0 ．9866 ．14 ．29
御　坊　沖 170lI11 ．371 ．6 ．99413 ．862 ．1514 ．182 ．181 ．6 ．99114 ．182 ．181 ．1 ．9647 ．32 ．97
佐 　喜　浜 48188 ．562 ．2 ．9899 ．60 ．7610 ．14 ．832 ．0 。99010 ．14 ．835 ．0 ，983636 ，28
高　知　沖 1201110 ．90Ll ．99213 ，612 ．6413 ．562 ．581 ．2 ．99013 ，552 ．58 ．9 ，9827 ．661 ．24
油　　　津 481510 ．341 ．0 ．97211 ．972 ．18U ．24L84G ．97011 ．24L842 ．4 ，9845 ．13 ，23
志　布　志 35158302 ．2 ，97610 ．15 ．8910 ．19902 ．2 ．97710 ．19 ．902 ．8 ．9914 ユ1 ．30
佐　多　岬 45138 ．635 ．0 ．98010 ．34 ．5810 ．34 ．585 ．0 ．98010 ．34 ．58G ．9874 ．56 ．42
苓　 　 北 15137 ．75G ．9768 ．861 ．488 ．421 ．014 ．0 ．9878 ．421 ．013 ．5 ．9935 ．36 ，39
伊　王　島 50201 α379 ．98512 ，782 ．8512 ．732 ．78LO98812 ．732 ．782 ．8・．9814 ．62 ．46
福　江　島 51156 ．682 ，09967 ．23 ．447 ．50 ，622 ．4 ．9857 ．49 ．622 ．2 ．9916 ，58 ．29
玄　界　灘 45127 ．72G ．9879 ，23LO79 ．411 ．282 ．89927 ．24 ．67G ．9849 ．41L28
藍　　 島 21195 ．611 ．1 ．9776 ．52 ．846 ．591 ．361 ．0 ．9616 ．05L27LO ．9716 ．031 ．03
名　　 瀬 50187 ．49G ．9787 ．94 ．797 ．84 ．845 ．0 ．9926 ．45 ．30G ．9857 ．84 ．84
那　　　覇 51219 ．24 ．7 ．97310 ．602 ．3010 ．432 ．041 ．0 ．97110 ．432 ．0415 ．9815 ，51 ユ8
喜 屋 武 岬 51129 ．905 ．0 ．9951LO5 ，8311 ．14 ，815 ．0 ．9931L14 ．812 ．6 ．972430 ．24
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す る浜金谷以西 の 太平洋岸 や 東 シ ナ海沿岸 お よ び

北海道太平洋岸の 尻 羽岬で は，合成確率波高は 台

風年最大波高資料に 基 づ く確率波 高に
一

致す る。

　  合成標準偏差は，一方 の 気象擾乱別年最大波

高資料に基づ く確率波高および標準偏差 が他方 の

資料に基 づ く値よ り大きい 場合に は ， 確 率波 高が

大きい方の標準偏差に ほ ぼ
一

致 し，こ れ以 外 の 場

合に は，両資料に基づ く標準偏差 の 中間値を と る

か ，ある い は両資料 に 基づ く標準偏差 よ り大き く

なる。

　  合成確率波高 と年最大波高資料 に 基づ く確率

波高 は同程度の 値をと り，両者 の 差 は，尻羽岬お

よ び仙台新港を除 い て ， 標準偏 差 よ り小 さ い 。 尻

羽岬 に おける合成確率波高が年最大波高資料に基

づ く確率波高よ りかな り大き い 値を と るの は ， 台

風年最大波高資料 に 基 づ く確率波高が年最大波 高

資料に基づ く確率波高よ りか なり大 きい た め で あ

る 。 こ れ は資料数 の 不足 に 起因す る と考え られ る 。

一方，仙台新港で は ， 気象擾乱別年最大波高資料

に 基づ く確率波高が い ずれ も同程度 の 値を と り，

しか も年最大波高資料に基づ く確率波高 よ り若干

大 き い た め，合成確率波高 は こ れ らの 値 よ りさ ら

に増大す る。

　   合成標準偏差が年最大波高資料 に 基づ く標準

偏差よ り大き くな る地点と小 さくな る地点が 混在

して み られ る が，台風に伴う波高が卓越す る浜金

谷以西の太平洋岸や東 シ ナ海沿岸で は ， 合成確率

偏差は年最大波高資料に基 づ く標準偏差 よ り小 さ

い 地点が 多い し， 大 きい 地点で も両者 の 差 は あ ま

りな い
。

　 以上に述べ た   〜  の結果 は類別最大風速資料

に 対す る解析 か ら得 られ た 結果 と整合す る 。

5．結 　 語

　本研究 で は，標本の等質性を確保す る立場か ら，

類別化 した最大値資料に対す る解析結果の合成に

基 づ い て 再現確 率統計量お よ び標準偏差を推定す

る手法 の 適用性 を，わが国沿岸で 取得 され た 風 速

お よ び波高観測 資料を用 い て 検討 した 。 得 られ た

知見 はっ ぎの よ うに 要約さ れ る 。

　  最大値資料の 類別数が 2 の 場合，・類 別方 法

山ロ ・大福 ・畑 田 ：風速お よ び波高の極値の 推定

（気象擾乱別 あ る い は 期間別）に よ らず，合成再現

確率統計量は年最大値資料に基 づ く再現確率 統 計

量と有意な差を示 さ な い
。

一
方 ， 合成標準偏差 は ，

台風の影響が卓越す る地域で は， 年最 大値 資料 に

基 づ く標準偏差よ り減少する傾向を示すが ， そ の

他 の 地域 で は増大す る 。

　  最大値資料 の 類別数が 4 ，12 と多 くな る に

つ れ て ， 合成再現確率統計量 お よ び合成標準偏差

とも増加 し，とくに 類別数が 12 （月別最大値資料）

の 場合， 両者 は年最大値資料に 基 づ く結果よ りか

な り大 きい 値を とる 。 こ れ は，資料数 （観測年数）

が少な い た め ， 類別化に よ っ て 資料 の統計的変動

が 増加す る こ と に起因す る と考え られ る 。

　  類別最大値資料に 基 づ く極値統計解析法 は ，

本研究の 範囲内で は，台風の影響が 卓越す る 地点

の よ うに 母集団が成因別 に構成 されるとみ な され

る場合 を除 い て，再現確率統計量 や標準偏 差を大

きめ に評価す る傾 向 に あ る こ とか ら，年最 大値資

料を
一

括解析す る方法 に 比 べ て，全 般的 に 必ず し

もよ り有効な方法 で あるとは云え な い 。

　最後 に，海上保安庁灯台気象 ・海象観測資料を

収録 した MT を貸与 して 戴 い た 日本海洋デ ータ セ

ン ター （JODC）に謝意 を表す る とともに，本研 究

の
一部は京都大学防災研究所特定共同研究 「わが

国 の 自然災害研究体制の ネ ッ トワ
ーク化 に関す る

研究」（代表　河田恵昭教授）の
一

環 と し て 行わ れ

たもの で ある こ と を付記す る 。
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